
（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

12 委託料 27 繰出金
介護予防支援サービス計画委託料9,000千円 　介護保険事業・保険事業費分 254,918千円

(750千円×12か月） 　介護保険事業・人件費分 　　　　52,464千円
18 負担金補助及び交付金 　介護保険事業・事務費分　　　　 16,185千円

鳥取県シルバー人材センター負担金　10千円 　地域支援事業・介護予防事業分　6,867千円
町シルバー人材センター補助金　5,000千円 　地域支援事業・包括的任事業分　1,348千円
訪問サービス事業所支援補助金　10,500千円 　低所得者保険料軽減分　　　　　

19 扶助費 15,816千円（国1/2・県1/4）
家族介護用品支援事業　132千円

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 長寿支援課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

15 民生費 5 社会福祉費 3 老人福祉費

事業名 85 老人福祉費（一般）

総合計画の位置づけ 15　高齢者の安心快適な暮らしと生きがいを支えよう
所信表明「五本柱」の位置づけ ２．保健医療福祉の充実

根拠法令・
要綱等

介護保険法、大山町シルバー人材センター運営費補助金交付要綱、大山町訪問介護サービス事業所支援補助金
交付要綱、大山町家族介護支援事業実施要綱、大山町介護予防・日常生活支援総合事業実施要綱

個別計画 大山町高齢者福祉計画・第９期介護保険事業計画

事業
概要

介護保険特別会計に関連するものと高齢者施策の一般的な経費を計上。

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

100%
(70％)
50%

25%

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

区分

事業費 380,448 372,240 △ 8,208 介護予防支援サービス
計画費 9,000

国庫支出金 8,706 7,908 △ 798 過疎対策事業債（ソフ
ト事業分） 10,500

県支出金 4,353 3,954 △ 399 低所得者保険料軽減
負担金（国） 7,908

地方債 12,000 10,500 △ 1,500 低所得者保険料軽減
負担金（県） 3,954

その他 10,645 9,001 △ 1,644 長寿支援課雑入 1

一般財源 344,744 340,877 △ 3,867

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 長寿支援課
令和８年度大山町一般会計予算

15 民生費 5 社会福祉費 3 老人福祉費

事業名 85 老人福祉費（一般）

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
介護保険被保険者、高齢者全般 高齢者が住み慣れた地域で自分らしい暮らしを人生の最期まで

続けることができるよう地域内で連携して提供される体制の構築
を図る

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

家族介護用品支給事業（利用登録者） 人 9 8 8 8 8
訪問サービス事業所支援補助金（交付事業
所数） 箇所 6 6 6 6 6

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

記入不可能

追加・
変更に
ついて

参考
資料

※任意

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

報償費
　記念品　955千円

需用費
　消耗品費　2千円

役務費
　通信運搬費　76千円

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 長寿支援課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

15 民生費 5 社会福祉費 3 老人福祉費

事業名 88 長寿祝金

総合計画の位置づけ 15　高齢者の安心快適な暮らしと生きがいを支えよう
所信表明「五本柱」の位置づけ ２．保健医療福祉の充実

根拠法令・
要綱等

老人福祉法
大山町敬老祝金贈呈要綱

個別計画

事業
概要

100歳（百寿）　　商品券2万円を贈呈(国より百寿の方には祝状、銀杯の贈呈)
　88歳（米寿）　　商品券5千円を贈呈

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

区分

事業費 0 1,033 1,033

国庫支出金 0 0

県支出金 0 0

地方債 0 0

その他 0 0

一般財源 0 1,033 1,033

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 長寿支援課
令和８年度大山町一般会計予算

15 民生費 5 社会福祉費 3 老人福祉費

事業名 88 長寿祝金

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
100歳及び88歳を迎えられる方 多年にわたり社会に貢献してこられた高齢者に対し、その長寿を

祝福するとともに高齢者の福祉の増進に寄与することを目的とす
る。

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

100歳 人 12 10 15 15 15

88歳 人 132 120 130 130 130

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

記入不可能

追加・
変更に
ついて

参考
資料

※任意

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

負担金補助及び交付金
老人クラブ連合会補助金
・基本補助額　1,279千円
・加算補助額　853千円
単位老人クラブ活動補助金
・単位老人クラブ活動補助金　2,160千円

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 長寿支援課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

15 民生費 5 社会福祉費 3 老人福祉費

事業名 90 老人クラブ活動助成

総合計画の位置づけ 15　高齢者の安心快適な暮らしと生きがいを支えよう
所信表明「五本柱」の位置づけ ２．保健医療福祉の充実

根拠法令・
要綱等 老人福祉法、いきいき高齢者クラブ活動支援補助金交付要綱、大山町老人クラブ補助金交付要綱

個別計画

事業
概要

老人福祉法の趣旨に基づき、老人クラブ活動を財政的に支援する。

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

２/３

(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

区分

事業費 4,432 4,292 △ 140 県補助金（いきいき高齢者ク
ラブ活動支援補助金） 1,555

国庫支出金 0 0

県支出金 1,608 1,555 △ 53

地方債 0 0

その他 0 0

一般財源 2,824 2,737 △ 140

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 長寿支援課
令和８年度大山町一般会計予算

15 民生費 5 社会福祉費 3 老人福祉費

事業名 90 老人クラブ活動助成

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
60歳以上の年齢で構成された高齢者クラブ 老人クラブは仲間づくりを通じて、生きがいと健康づくりを行うととも

に、地域を豊かにする社会活動に取り組み、保健福祉の向上に
努めることを活動の目的としている。

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

単位老人クラブ数 クラブ 27 26 26 26 26

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

単位老人クラブ（活動促進分） 団体 0 2 1 1 1

追加・
変更に
ついて

参考
資料

※任意

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

7-1報償費
入所判定委員会委員謝礼 29千円
　医師　9,300円×1人×2回
　その他　5,000円×1人×2回

12-1委託料 12,956千円
　本入所　 12,260千円
　短期入所 　　 696千円

内訳・養護老人ホーム　　　 496千円
　　　・特別養護老人ホーム 200千円

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 長寿支援課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

15 民生費 5 社会福祉費 3 老人福祉費

事業名 92 老人施設入所措置事務

総合計画の位置づけ 15　高齢者の安心快適な暮らしと生きがいを支えよう
所信表明「五本柱」の位置づけ ２．保健医療福祉の充実

根拠法令・
要綱等 老人福祉法

個別計画 大山町高齢者福祉計画・第9期介護保険事業計画

事業
概要

　高齢者のセーフティネットとして、生活保護制度に優先して行われる生活保障制度。経済的理由等で必要
とされる介護保険制度による介護サービスが受けられない者、或いは劣悪な住環境にある者、更には被虐待
者に対して介護サービスを提供し、施設へ入所措置を行う。

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

区分

事業費 18,129 12,985 △ 5,144

国庫支出金 0 0

県支出金 0 0

地方債 0 0

その他 5,700 3,700 △ 2,000 老人施設入所措置負
担金 3,700

一般財源 12,429 9,285 △ 3,144

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 長寿支援課
令和８年度大山町一般会計予算

15 民生費 5 社会福祉費 3 老人福祉費

事業名 92 老人施設入所措置事務

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
65歳以上の者で、環境上の理由及び経済的
理由により居宅において養護を受けることが困
難な者

高齢者の福祉のため、心身の健康の健康の保持及び生活の安
定のために必要な措置を講じる

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

措置入所者数 人 7 ー ー ー ー

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

記入不可能

追加・
変更に
ついて

参考：R7年度措置入所者数3名廃止済(7→4名)

参考
資料

※任意

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

18-2　補助金及び交付金
社会福祉法人利用者負担軽減措置補助金
施設入所 9人　500,000円
※事業所試算による

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 長寿支援課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

15 民生費 5 社会福祉費 3 老人福祉費

事業名 94 介護保険特別対策事業

総合計画の位置づけ 15　高齢者の安心快適な暮らしと生きがいを支えよう
所信表明「五本柱」の位置づけ ２．保健医療福祉の充実

根拠法令・
要綱等

介護保険法、鳥取県介護保険事業補助金交付要綱、社会福祉法人等が行う利用者負担の軽減等に係
る要綱、大山町社会福祉法人利用者負担軽減事業費補助金交付要綱

個別計画

事業
概要

　町が生活困難と認めた低所得者に対し、社会福祉法人が利用者負担軽減をする。その際に負担した費
用の一部を公費で助成する制度

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

3/4

(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

区分

事業費 700 500 △ 200 鳥取県介護保険利用者
負担軽減事業費補助金 375

国庫支出金 0 0

県支出金 525 375 △ 150

地方債 0 0

その他 0 0

一般財源 175 125 △ 50

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 長寿支援課
令和８年度大山町一般会計予算

15 民生費 5 社会福祉費 3 老人福祉費

事業名 94 介護保険特別対策事業

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
介護保険被保険者、高齢者全般 介護保険被保険者および高齢者に対し、適切なサービス等を提

供し、住みよい暮らしを提供する。

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

制度利用人数 人 16 11 9 9 9

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

記入不可能

追加・
変更に
ついて

参考
資料

※任意

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

需用費 使用料及び賃借料
　消耗品費　10千円 　使用料及び賃借料　303千円
　燃料費　840千円 公課費
　修繕料　114千円 　公課費　7千円
役務費
　通信運搬費　48千円
　手数料　27千円
　保険料　64千円
委託料
　委託料　5,972千円

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 長寿支援課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

15 民生費 5 社会福祉費 3 老人福祉費

事業名 958 外出支援サービス事業

総合計画の位置づけ 15　高齢者の安心快適な暮らしと生きがいを支えよう
所信表明「五本柱」の位置づけ ２．保健医療福祉の充実

根拠法令・
要綱等 外出支援サービス事業実施要綱

個別計画

事業
概要

公共交通機関を利用して外出することが困難な要援護高齢者、障がい者に対して、移送用車両により居宅
と医療機関を送迎する。

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

100%
( 70% )

※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

区分

事業費 7,571 7,385 △ 186 過疎対策事業債ソフト
事業分 6,400

国庫支出金 0 0 外出支援サービス利用
負担金 960

県支出金 0 0

地方債 6,600 6,400 △ 200

その他 900 960 60

一般財源 71 25 △ 46

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 長寿支援課
令和８年度大山町一般会計予算

15 民生費 5 社会福祉費 3 老人福祉費

事業名 958 外出支援サービス事業

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
公共交通機関を利用して外出することが困難
な要援護高齢者、障がい者等

リフト付き車両、回転いす付き車両等による外出を支援する

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

登録者数 人 21 22 22 - -

延べ利用 人・回 136・1474

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

実利用者数 人/月 11 12 12 − −

追加・
変更に
ついて

参考
資料

※任意

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

負担金補助及び交付金
　地域介護・福祉空間整備等施設整備交付金　7,730千円
　

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 長寿支援課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

15 民生費 5 社会福祉費 3 老人福祉費

事業名 1289 地域介護・福祉空間整備等施設整備交付金事業

総合計画の位置づけ 15　高齢者の安心快適な暮らしと生きがいを支えよう
所信表明「五本柱」の位置づけ ２．保健医療福祉の充実

根拠法令・
要綱等

地域における医療及び介護の総合的な確保の促進に関する法律
地域介護・福祉空間整備等施設整備交付金実施要項

個別計画

事業
概要

介護施設等における防災・減災対策を推進するため、スプリンクラー等の整備、老朽化に伴う大規模修繕等
のほか、非常用発電自家発電設備・給水設備の整備、水害対策に伴う改修等、倒壊の危険性のあるブロッ
ク塀等の改修等の支援
　認知症高齢者グループホーム等防災改修等支援事業　　定額補助　773万円/施設

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

100%
(           )

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

区分

事業費 3,916 7,730 3,814 地域介護・福祉空間整
備等施設整備交付金 7,730

国庫支出金 3,916 7,730 3,814

県支出金 0 0

地方債 0 0

その他 0 0

一般財源 0 0 0

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 長寿支援課
令和８年度大山町一般会計予算

15 民生費 5 社会福祉費 3 老人福祉費

事業名 1289 地域介護・福祉空間整備等施設整備交付金事業

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
施設規模が定員29名以下の地域密着型・小
規模施設等

高齢者施設等の防災・減災対策を推進する施設及び設備等
の整備事業の実施により防災体制の強化に資する。

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

申請施設数 施設 0 1 1 0 0

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

追加・
変更に
ついて

参考
資料

※任意

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

負担金補助及び交付金
輝くシルバー交付金　7,054,700円

@2,000円×3,713人×0.95

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 長寿支援課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

15 民生費 5 社会福祉費 3 老人福祉費

事業名 1315 シルバー交付金

総合計画の位置づけ 15　高齢者の安心快適な暮らしと生きがいを支えよう
所信表明「五本柱」の位置づけ ２．保健医療福祉の充実

根拠法令・
要綱等 老人福祉法、大山町輝くシルバー交付金交付要綱

個別計画

事業
概要

老人の日の事業の趣旨に沿った敬老会、レクリエーション、講演会、記念品の贈呈等、地域のニーズに合わせ
た敬老事業。
　生活習慣病予防、閉じこもり予防等、健康で暮らすことを目的とした事業。また、日常生活や緊急時に支
援が必要な世帯に対して、訪問等の方法により生活状態を確認する事業。
75歳以上を対象に1人につき2,000円を自治会に交付する。

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

区分

事業費 6,960 7,055 95 ふるさと応援基金繰入金 7,055

国庫支出金 0 0

県支出金 0 0

地方債 0 0

その他 6,960 7,055 95

一般財源 0 0 95

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 長寿支援課
令和８年度大山町一般会計予算

15 民生費 5 社会福祉費 3 老人福祉費

事業名 1315 シルバー交付金

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
自治会に加入している75歳以上の者 高齢者が住み慣れた地域で安心して暮らし続けられるまちづくり

を進める。また、多年にわたり社会につくしてこられた方に対する敬
愛の精神と高齢者福祉について理解と関心を高め、高齢者の生
活意欲の向上を目指す。

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

活動集落 集落 144 163 163 163 163

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

追加・
変更に
ついて

参考
資料

※任意

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

負担金補助及び交付金
　 高齢者補聴器購入費助成事業補助金 900千円

30,000円(上限)×30人分

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 長寿支援課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

15 民生費 5 社会福祉費 3 老人福祉費

事業名 1471 高齢者補聴器購入費助成事業補助金

総合計画の位置づけ 15　高齢者の安心快適な暮らしと生きがいを支えよう
所信表明「五本柱」の位置づけ ２．保健医療福祉の充実

根拠法令・
要綱等 大山町高齢者補聴器購入費助成事業実施要綱

個別計画

事業
概要

聴力機能の低下により日常生活に支障がある高齢者に対し補聴器購入費の一部を助成することで、閉じこ
もりや認知機能の低下等を防ぐとともに積極的な社会参加及び地域交流を支援する。
65歳以上、専門医の証明、認定補聴器専門店での購入を条件とする。
両耳片耳を問わず購入費の1/2、30,000円を上限とする。
聴覚障害、労災、暴力団関係者、過去に助成を受けた者は対象外とする。

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

100%
( 70％)

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

区分

事業費 0 900 900 過疎対策事業債ソフト
事業分 900

国庫支出金 0 0

県支出金 0 0

地方債 0 900 900

その他 0 0

一般財源 0 0 0

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 長寿支援課
令和８年度大山町一般会計予算

15 民生費 5 社会福祉費 3 老人福祉費

事業名 1471 高齢者補聴器購入費助成事業補助金

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
聴力機能の低下により日常生活に支障がある
65歳以上の高齢者

補聴器本体等の購入費の一部を助成し、閉じこもり、認知機能
の低下等を防ぐとともに、積極的な社会参加及び地域交流を支
援する。

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

補聴器申請者数 人 29 30 30 30 30

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

聞こえの改善に役立った人の割合 ％ 94 95 95 95 95

追加・
変更に
ついて

R4年度当初、対象となる聴力レベルの基準は「両耳平均して70db未満の者」だったが、R5年度に「両耳平均し
て40db以上70db未満又は平均70db以上であっても一側耳が著しく低く補聴器が必要であると医師に判断さ
れた者」に改正した。この場合に40db未満でも補聴器を必要とする方が対象から外れるため、今年度から「概ね
40db以上70db未満で補聴器の装用が有用であると判断された者」に改正した。

参考
資料

※任意

高齢者補聴器購入費助成事業まとめ（抜粋）

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

７ 報償費　３３千円(包括運営協議会　4700円×７名×1回)

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 長寿支援課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

15 民生費 5 社会福祉費 9 重層的支援体制整備事業費

事業名 1600 重層的支援体制整備事業（相談支援）

総合計画の位置づけ 15　高齢者の安心快適な暮らしと生きがいを支えよう
所信表明「五本柱」の位置づけ ２．保健医療福祉の充実

根拠法令・
要綱等 大山町地域包括支援センター設置及び運営規則、介護保険法第１１５条の45

個別計画

事業
概要

　地域住民全ての心身の健康維持、生活の安定、保健・福祉・医療の向上と増進のために必要な援助や支援として
「介護予防マネジメント」「総合相談・支援」「権利擁護事業」「包括的・継続的マネジメント」を担う地域の中枢機関で
ある地域包括支援センターの運営。（～R6年度 旧 介護特会653事業）
【主な内容】
地域包括支援センター人件費、公用車3台維持費、センターシステム（ワイズマン）維持費、雑費（消耗品、通信運
搬費ほか）。

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

38.5%

19.25%

100%

100%

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

職員人件費　32,995千円

10　需用費
　・施設消耗品費（車検印紙・書籍・色画用紙他）30千円
　・燃料費3台（158円×1５0ℓ×12か月）285千円
11　役務費

・共済分担金3台分(ﾐﾗｲｰｽ2台・EKﾜｺﾞﾝ)　43千円
13　使用料及び賃借料
・自動車リース501千円｛EKﾜｺﾞﾝ183,480(月15,290)円・ﾐﾗｲｰｽ7799-145,200(月12,100)円・ﾐﾗｲｰｽ6394-
171,600(月14,300円)｝
・ワイズマンシステムリース料561千円(42,500×1.1×12か月）
・国保連伝送サービス使用料（けあ蔵）16千円(1,200×1.1×12か月）

区分

事業費 32,847 34,555 1,708 重層的支援体制整備事業交付金（国） 13,211

国庫支出金 12,554 13,211 657 重層的支援体制整備事業交付金（県） 6,606

県支出金 6,277 6,606 329 介護保険事業繰入金（包括支援センター運営分） 7,892

地方債 0 0 0 介護予防支援サービス計画費 240

その他 7,739 8,132 393

一般財源 6,277 6,606 329

・通信運搬費　　91千円
｛包括支援センター電話代1か月4500円、返信用切手(110円×150枚・180円×30枚)、携帯(1台)１
か月1,212円｝

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 長寿支援課
令和８年度大山町一般会計予算

15 民生費 5 社会福祉費 9 重層的支援体制整備事業費

事業名 1600 重層的支援体制整備事業（相談支援）

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
65歳以上の高齢者 介護保険被保険者および高齢者に対し、適切なサービス等を提

供し、住みよい暮らしを提供する。

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

記入不可能

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

記入不可能

追加・
変更に
ついて

参考
資料

※任意

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

謝礼金（生活支援体制整備事業）
　 生活支援体制整備推進協議体会議

構成員謝金　4,700円×7人 33千円
消耗品（生活支援体制整備事業）
　 消耗品等　10,000円 10千円
委託料（生活支援体制整備事業）
　 生活支援コーディネーター委託料

人件費　2,400円×1.1×1,619時間 4,275千円

負担金及び交付金（地域介護予防活動支援事業）
　地域介護予防活動支援事業補助金　1,440千円（144,000円×10団体）

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 長寿支援課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

15 民生費 5 社会福祉費 9 重層的支援体制整備事業費

事業名 1601 重層的支援体制整備事業（地域づくり）

総合計画の位置づけ 15　高齢者の安心快適な暮らしと生きがいを支えよう
所信表明「五本柱」の位置づけ ２．保健医療福祉の充実

根拠法令・
要綱等

介護保険法、大山町生活支援体制整備事業実施要綱、大山町地域介護予防活動支援事業補助金交
付要綱

個別計画 大山町高齢者福祉計画・第９期介護保険事業計画

事業
概要

【生活支援体制整備事業】（～R6年度 旧 介護特会1249事業）
住み慣れた地域で安心して暮らし続けることができるよう、介護予防や生活支援について住民やボランティアによる主体的な活動を促し
て助け合い活動を推進し、地域全体で高齢者の生活を支える体制づくりを進める。また、地域における高齢者の日常生活上の支援
体制の充実及び強化のため、生活支援コーディネーターの配置や大山町生活支援体制整備推進協議体の設置及び運営の一部に
ついて委託する。
【地域介護予防活動支援事業】（～R6年度 旧 介護特会651事業）
高齢者の社会的孤立の解消、心身の健康保持による要介護状態の予防及び地域の支え合い体制を推進するため、住民主体によ
る通いの場を提供する活動を支援する。

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

38.5%

19.25%

100%

20%,5%

12.5%

100%

※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

区分

事業費 5,338 5,758 420 重層的支援体制整備事業交付金（国）
（生活支援体制整備） 1,662

国庫支出金 1,910 2,022 112 重層的支援体制整備事業交付金（県）
（生活支援体制整備） 831

県支出金 955 1,011 56 介護保険事業繰入金（生活支
援体制整備） 994

地方債 0 0 0 重層的支援体制整備事業交付金（国）
（地域介護予防活動支援） 360

その他 1,518 1,714 196 重層的支援体制整備事業交付金（県）
（地域介護予防活動支援） 180

一般財源 955 1,011 56 介護保険事業繰入金（地域介
護予防活動支援） 720

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 長寿支援課
令和８年度大山町一般会計予算

15 民生費 5 社会福祉費 9 重層的支援体制整備事業費

事業名 1601 重層的支援体制整備事業（地域づくり）

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
【生活支援体制整備事業】地域に居住する65歳以上の
高齢者及びその支援者
【地域介護予防活動支援事業】介護保険被保険者、補
助対象とする団体：自治会、地域自主組織、特定非営
利活動法人など

【生活支援体制整備事業】住み慣れた地域で安心して暮らし続けることができ
るよう、助け合い活動を推進し、地域全体で高齢者の生活を支える体制づくりを
進める。
【地域介護予防活動支援事業】介護保険被保険者に対し適切な介護サービ
スを提供し住みよい暮らしを提供する。

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

生活支援体制整備協議体会議回数 回 2 2 2 2 2

地域福祉座談会回数 回 8 10 10 10 10

個別訪問件数 件 119 120 120 120 120

申請団体件数（介護予防活動支援事業） 団体数 9 10 10 10 10

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

たすけあいのある人の割合（生活支援体
制整備事業） % 74 80

追加・
変更に
ついて

【生活支援体制整備事業】介護保険の地域支援事業の1つだったが、近年の複雑困難化する社会ニーズに対し
高齢者のみでなく世帯や地域を一体的かつ包括的に支援するため、令和7年度から重層的支援体制整備事業
に組み替えられた。
【地域介護予防活動支援事業】
利用団体の状況を踏まえながら、介護予防、フレイル予防を目的とした事業の見直しを図る。

参考
資料

※任意

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標


